
事業所名

サービス種別

開催日時

開催場所

利用者 1名（やまびこ学園成人部）

利用者保護者 1名（利用者実姉）

地域関係者 1名（千年地区自治会連合会）

※福祉に知見を有する方

※経営に知見を有する方

2名（福山市障がい福祉課）

原口　真（施設長）

菊田将信（サービス管理責任者）

森下康生（生活支援員）

記録者

出席者

事業所職員

（2025年度）地域連携推進会議　見学会議録

「ゼノ」やまびこ学園成人部

障害者支援施設

2026年3月12日　10：00～11：45

やまびこ学園成人部1階・2階・3階・作業工房

※行政関係者

森下康生



（4）その他

・弟の仕事風景が見学できて良かった。作業に取り組む姿は、とても新鮮で

あり、なんだか嬉しい気持ちになった。また、面会などでは訪れたことのな

いフロアを見学できたことも有意義であった。

・自治会の方の会議参加により、地域との繋がりの可能性が広がった。今

後、地域主催の催しへの参加や、施設主催の催しへの参加呼びかけ等予定し

ている。

（1）事業所の雰囲気

・施設の雰囲気や、職員の所作をみて「研修をきちんと実施されている事業

所」であると感じた。

・季節の移り変わりや、高齢化による体調変化などへの対応に敏感であると

感じた。また、トイレがきれいであった。

・日中過ごす場所（通所施設）と、夜間過ごす場所（入所施設）がほどよく

離れており、生活の場所と働く場所のスイッチングが出来ていると感じた。

また、歩いて通うことによる歩行活動の重要性も感じた。

（2）利用者・職員の様子

・利用者は、みなさん自然体で過ごしておられる。

・日中の作業場（工房）での利用者方は、それぞれ個別に活動の工夫がみら

れ新鮮であった。

・職員は、みな自然体で業務にあたっていた。

・職員と利用者の関わり方をみて、職員の利用者に対する「見守る気持ち」

が伝わってきた。

（3）建物について

・防災設備はそろっており、火災避難経路もわかりやすかった。

・建物内のバリアフリーを確認した。また救急の際や、車椅子および歩行が

難しい方への対応として、エレベーターを確認した。

・難病の方のための、特殊なトイレの増設を確認した。

・居室は個室である事を大切にされており、それぞれ快適に過ごせるよう環

境の工夫をしている。


